
～公民館を核とした持続可能な地域づくり推進事業～ 

公民館ふるさと教育推進事業 取組事例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業実施地区（中学校区名） 江東中学校区 

事業実施公民館等名 

（中学校区内にある全ての公民館等） 

波積地域コミュニティ交流センター 

黒松地域コミュニティ交流センター 

都治地域コミュニティ交流センター 

浅利地域コミュニティ交流センター 

伝えようふるさとの魅力 

テーマ 

テーマの背景 

それぞれの地区で引き継がれてきている魅力ある伝統、頑張っている魅力的な人々を「ふ

るさとの魅力」として、多くの人に伝えたいと今回の事業を企画した。 

実際の取組 

＜取組の概要＞ 

地元出身者で全国で活躍しているフルート演奏者とピアニストや地元中学校・高等学校

の吹奏楽部に地域のコミュニティセンターにて演奏発表しても ら

い、地域住民の方々に地域出身者で魅力ある人々（出演者）の披露と子どもから大人まで

世代を超えて、音楽を共有し、楽しむ機会とした。 

＜成果と課題＞ 

当日、ふるさとふる里の特産品を販売することにより、子どもからお年よりまで、約 160

名の多くの地域住民に参加していただいた。 

世代間を越えて音楽を楽しみ、その良さを感じ取るとともに、地域出身者の応援するこ

とができた。また、地域の音楽活動の活性化もできたと考えている。 

 

 

④ふるさとの魅力や価値に気づき、理解を深める学びの場を設定 

事業名：～若人応援～ ふるさと音楽会 
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テーマに迫るためのポイント 

 

ふるさとの魅力を多くの地域住民に伝えるため、多くの住民が集まるイベント時に発表

会を設定したりした。 

今後の展望 

 

 今後は事業の継続性が必須となってくるので、取り組みを継続したい。 

 

まとめ 

＜取組の概要＞ 

地域の特色ある盆踊りの次世代に継承するための組織づくり、練習計画作成からパート練

習・総合練習を経て、その成果を全地域住民が集まる地区運動会にて成果発表した。 

＜成果と課題＞ 

浅利町に伝承されている盆踊りは特色のある踊りである。近年の担い手不足を解消するた

め、まずは組織化を図った。紆余曲折はあったが、組織を設立し、人数が集まるか不安だ

ったが、口説き手や太鼓たたき手、踊り手の募集を開始した。しかし、予想に反して多く

の人が名乗りを上げていただき、多くの参加者によって、練習を重ねることができ、成果

発表を大勢の住民の前でできた。 

今後は組織の維持と練習の維持を地道に行っていきたい。 

⑤ふるさとの「ひと・もの・こと」を次世代に伝え、守っていく活動の実施 

事業名：特色ある盆踊りの継承 


